
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

経営比較分析表（令和元年度決算）
埼玉県　加須市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

133.30 848.03 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A3 非設置 113,043

－

- 55.94 99.92 3,080 112,812 133.30 846.30 【】

全体総括

　現時点で経営の効率性、財務の健全性は概ね確保
されているといえます。しかし、現在実施している
浄水場の統廃合（ダウンサイジング）や水道管の老
朽化に伴う更新に多額の費用が生じることから、企
業債残高も増加する見込みです。
　そのため、一時的な経営の悪化が懸念されます
が、費用対効果を含めて経費削減に努め、加須市水
道ビジョンに掲げる基本理念「未来へつなぐ安心・
安定 加須の水」の実現に向けて、健全経営に努め
ます。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①　経常収支比率
　収益的収支の均衡を示す指標です。事業の効率的な運営に努
めてきた結果、100％を超えて推移しており黒字経営を維持し
ています。
③　流動比率
　１年以内に支払う債務に対する支払能力を示す指標です。類
似団体平均値を下回っていますが、継続して100％を超えてお
り、かつ、十分な支払能力を有する200％の水準は確保されて
いるため、短期的な債務に対する支払能力に問題はありませ
ん。
④　企業債残高対給水収益比率
　水道施設を建設する際の借入金残金の規模と水道料金収入と
の均衡を示す指標です。本比率の増加要因は、給水収益が減少
し、設備投資（浄水場統廃合）費用の増加に伴い借入額が増加
したことによるものですので、引き続き、今後の設備投資計画
を踏まえ、適正な債務残高の圧縮に努めます。
⑤　料金回収率
　給水に係る費用がどの程度給水収益で賄えているかを表した
指標です。料金回収率は、給水人口の減少に伴い給水収益が減
少するとともに、給水に係る費用として、一時的に水道施設
（浄水場・水道管漏水）の修繕や浄水場統廃合更新（耐震化）
事業により新たに取得した固定資産の減価償却費等が増加した
ため、100％を下回り、給水に係る費用が給水収益（水道料
金）で賄えていない状況となりましたので、滞納整理等による
給水収益の確保及び経費の削減に努めます。
⑥　給水原価
　1㎥の水を作るのにどれだけの費用がかかるかを示す値で水
道の製造原価です。今年度は、給水人口の減少等に伴い年間有
収水量が減少した一方で、給水に係る費用が増加したため、前
年度値及び類似団体平均値を超過しておりますので、引き続
き、効率的な事業運営に努め経費の削減に努めます。
⑦　施設利用率
　水道施設の利用状況を示す指標です。施設利用率は53％程度
で推移しておりますが、現在、実施している浄水場の統廃合
（ダウンサイジング）により、施設規模の適正化を図ります。
⑧　有収率
　配水量に対する収益に繋がった水量の割合を示す指標です。
前年度値及び類似団体平均を下回っているため、引き続き漏水
調査や老朽管の更新等を実施し、有収率の向上を目指します。

2. 老朽化の状況について

① 有形固定資産減価償却率
 有形固定資産の減価償却の進捗度や資産の老朽化を示
す指標です。経年経過ごとに増加しており、保有資産の
老朽化が進行しています。
②　管路経年化率
　法定耐用年数を超えた水道管の割合を示す指標です。
類似団体平均値を下回っているものの、昭和40年代から
50年代に布設された管路が多く、順次耐用年数を経過し
更新時期を迎えるため、今後、管路経年化率の上昇が見
込まれます。
③　管路更新率
　全ての管路延長に対し、1年間に更新された水道管の
割合を示す指標です。類似団体平均値を下回っていま
す。今後も、設備投資（浄水場統廃合）の優先度や事業
費の平準化及び財源の確保に配慮しながら、水道管の更
新を行っていく予定です。2. 老朽化の状況
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【112.01】 【1.08】 【264.97】 【266.61】

【89.80】【60.00】【168.38】【103.24】

【49.59】 【19.44】 【0.68】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
埼玉県　加須市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

133.30 848.03 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Bc1 非設置 113,043

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 61.55 49.14 85.46 1,952 55,480 9.73 5,701.95

①有形固定資産減価償却率が類似団体平均値を上
回っているのは、処理場・ポンプ場の資産が占める
割合が高く、老朽化が進んでいるためである。修繕
等適正な維持管理を行い機能を確保している。
②管渠老朽化率、③管渠改善率については、法定耐
用年数を経過した管渠はないが、布設後40年以上を
経過しているものがあるため、今後老朽化対策が必
要となる。

2. 老朽化の状況

全体総括

一般会計からの繰入金に依存した経営状況となって
いることから、下水道使用料収入を確保するため、
未接続世帯に対する加入促進活動の実施等、水洗化
率の向上を図り、赤字補填のための基準外繰入金を
削減することで、事業運営の健全化に努めている。
また、今後見込まれる施設の老朽化に対しては、経
営状況に配慮した合理的な更新投資を計画する。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は100％を上回っているが、一般会
計からの繰入金に依存している状況である。
③流動比率は100％を下回っているが、資本費平準
化債の発行等、計画的な資金調達を行い対応してい
る。
④企業債残高対事業規模比率は平成30年2月に第2次
加須市公共下水道事業中期経営計画（経営戦略）策
定に伴い、平成30年度以降、企業債元金償還に要す
る一般会計からの基準外繰入金を削減したことによ
り上昇した。管渠整備等に際しては、償還額を超え
ない範囲での借入を実施し、着実な企業債残高の圧
縮に努めている。
⑤経費回収率が100％を下回っているのは、使用料
単価が低く、適切な下水道使用料が確保できていな
いことによるが、企業債残高の圧縮に伴い、支払利
息等の費用が減少しているため改善傾向にある。
⑥汚水処理原価が近年減少傾向にあるのは、企業債
残高の圧縮に伴い、支払利息等の費用が減少してい
るためである。
⑦施設利用率は類似団体平均値を下回っているが、
これは現在も新規供用を続けているため、増加する
処理水量に対応するためである。
⑧水洗化率は類似団体平均値を下回っているが、こ
れは新規供用を続けているためであり、今後も水洗
化率の向上に努める必要がある。

2. 老朽化の状況について

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

0.12

0.14

0.16

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.02 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.07 0.10 0.14 0.13 0.12

102.00

103.00

104.00

105.00

106.00

107.00

108.00

109.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 104.48 105.06 104.81 104.65 104.57

平均値 105.81 106.63 106.41 107.95 106.32

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

50.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 35.19 36.09 37.84 39.89 44.41

平均値 30.09 26.07 23.42 22.74 21.22

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.00 0.15 0.15 0.18 0.83

①経常収支比率(％)

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 35.49 26.43 25.32 1.03 1.35

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 86.88 91.84 96.20 85.19 78.97

平均値 82.47 72.44 78.56 80.50 71.54

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 786.57 851.54 763.70 1,105.10 993.98

平均値 664.04 625.12 610.17 605.90 653.69

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 59.80 61.84 70.11 70.40 70.38

平均値 86.20 89.74 88.37 89.41 88.05

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

200.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 175.72 170.09 150.00 150.00 150.00

平均値 146.48 141.24 143.05 142.05 141.15

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 51.57 49.74 48.45 48.60 50.98

平均値 62.64 58.12 58.83 56.51 57.04

80.00

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

92.00

94.00

96.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 85.44 85.88 86.42 86.89 86.56

平均値 92.98 93.07 92.90 93.91 93.73

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.07】 【3.09】 【69.54】 【682.51】

【95.35】【59.64】【136.15】【100.34】

【38.57】 【5.90】 【0.22】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

経営比較分析表（令和元年度決算）
埼玉県　加須市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

133.30 848.03 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置 113,043

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 11.42 94.58 3,544 12,892 10.43 1,236.05

③管渠改善率
　当事業の供用開始は昭和６０年度であり、耐用年
数５０年は経過しておらず、下水道管の更新はまだ
行う必要はない。しかし、処理施設の機械設備等は
適切な時期に更新・老朽化対策を実施する必要があ
る。

　平成２８年度には供用開始の一番古い名倉処理施
設の改修工事を行った。平成２９年度は二番目に古
い伊賀袋処理施設の全体実施設計及び管路調査を実
施し、平成３０年度に同施設の改修工事を行った。

2. 老朽化の状況

全体総括

　当事業は１６箇所の処理区を有しており、経営効
率が高いといえない状況にある。一般会計繰入金へ
の依存度が高く、この依存性をできる限り減少させ
るために水洗化率の向上等に努めるとともに維持管
理費の削減に努める。
　今後、経営状況を的確に把握するため公営企業会
計の適用に取り組むとともに、経営戦略に基づき持
続可能な経営を目指していく。
　また、将来、人口減少が際立ってきた場合には、
隣接する処理施設の統合等の検討を行っていく必要
がある。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①収益的収支比率
　総収益の額では総費用と地方債償還金を合算した
額は賄えていない。これは、償還金の額が大きいこ
とによる。前年度に比較して、総費用の額は増加し
ているものの、これに充当するために繰入額が増加
したことにより、収支比率が再び上昇に転じた。
④企業債残高対事業規模比率
　比率値は０％となっているが、一般会計からの繰
り入れが必須となっている状況である。
⑤経費回収率
　経費回収率については低下傾向にある。これは、
使用料収入が減少したこと及び処理施設の大規模修
繕を実施していることによる。経費回収率の上昇の
ために、さらなる経営努力が必要である。
⑥汚水処理原価
　汚水処理について経費節約に努めているが、処理
施設の大規模修繕を実施しているため上昇傾向にあ
る。今後も引き続き経費節約に努める。
⑦施設利用率
　水洗化率が上昇しているにもかかわらず利用率が
同程度で推移している。水洗化率の上昇を1件当た
りの汚水量が減少し相殺している。減少の原因は節
約志向の結果と考えられる。
⑧水洗化率
　水洗化率は継続して上昇しているものの微増であ
り全国平均には達していない状況である。未接続者
に対し加入促進を行い、水洗化率の向上と施設利用
率の向上を進める必要がある。

2. 老朽化の状況について
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